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1.はじめに
　2015 年に Windows の大きな変革と
なる Windows 10 がリリースされたこ
とにより、ここ数年で Delphi/400 のア
プリケーションも、Windows 10 への正
式対応を目的にバージョンアップを実施
する企業が増えている。
　Delphi はバージョンの互換性が非常
に高い言語だが、バージョンアップでの
大きなポイントの 1 つが文字コードであ
る。Windows 9X など旧日本語環境の
Windows は、Ansi（Shift_JIS）を標準
文字コードとして扱ってきたが、最近の
Windows では Unicode が標準になって
いる。Delphi 言語も同様に、以前は
Ansi が標準文字コードであったが、最
近のバージョンでは Unicode に変わっ
ている。
　プログラムには文字を扱うコードが非
常に多く、その基盤となる文字コードが
変わると、アプリケーションの動作も影
響を受ける可能性が高い。そのため、バー
ジョン互換が高い Delphi 言語であって

も、標準文字コードが異なるバージョン
間でのバージョンアップでは、影響を考
慮した対応が必要となる。
　本稿では、こうしたDelphiのバージョ
ンアップで重要なポイントとなる文字
コードの扱いについて、違いや制御方法
を考察する。

2.�Delphi言語で扱う�
文字コード

　冒頭で述べたように、Delphi のバー
ジョンアップで注意すべき重要なポイン
トとして、文字コードが挙げられる。
Delphi が扱う文字コードについて、バー
ジョンで整理すると、Delphi 2007 以前
では Ansi 型（AnsiString）、Delphi 2009
以 降 で は Unicode 型（UnicodeString）
が標準となっている。
　具体的には Unicode 対応により、プ
ロ グ ラ ム 上 の String 型、Char 型、
PChar 型の標準仕様が変更されている。
そのため、Delphi 2007 以前のバージョ
ンから Delphi 2009 以降のバージョンへ

プログラムをバージョンアップする場合
には、文字コードへの配慮が必要となる。
　Unicode とは、符号化文字集合や文
字符号化方式などを定めた文字コードの
規格である。Unicode は Ansi と比べる
と、使える文字種類が非常に多く、世界
中で表現されているほぼすべての文字に
対応できる。
　たとえば、「m3」という記号文字は
AnsiString 型 に は 存 在 し な い が、
UnicodeString 型には存在している。こ
れを Delphi アプリケーション上で入力
すると、Unicode に対応していない
Delphi 2007 以前のバージョンでは「?」
で表示されるが、Unicode に対応した
バージョンでは正しく表示できる。【図1】
　Unicodeについて、もう少し補足する。
Unicode の制御文字、文字、記号には
それぞれに数値が割り当てられており、
それをコードポイントと呼んでいる。た
とえば、“A” のコードポイントは 65（バ
イナリでは 41）、“B”のコードポイント
は 66（バイナリでは 42）と、それぞれ
の文字に一意のコードポイントが割り当
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め、6 が取得される。同じ挙動に合わせ
る対処方法としては、前章で説明したよ
うに、対象の文字列を AnsiString 型で
キャストすればよい。
　関数については、Delphi 2009 以降で
も互換性を考慮し、Ansi 専用の関数が
別途用意されている場合もある。それら
の関数は、「System.AnsiStrings」ユニッ
トに定義されている。
　たとえば、StringReplace や Upper/
LowerCase、StuffString などよく使わ
れる関数が多数含まれている。プログラ
ムの Uses 節に「System.AnsiStrings」
を追加すれば、これらの Ansi 型関数を
使用できる。
　文字列を扱う関数で動作が違う場合に
は、互換の Ansi 関数が用意されている
ことが多いので、プログラムを作り変え
る前に、このユニットや WindowsAPI
を確認するようお勧めする（WindowsAPI
関数についても、Microsoft 社が Ansi
互換の関数を多数用意している）。
 

4.おわりに
　本稿では Delphi のバージョンによっ
て異なる文字コードや制御方法について
考察し、対処ポイントをまとめた。
　文字コード自体は、普段のプログラミ
ングではそれほど意識しないが、プログ
ラムコードのほとんどは文字コードが密
接に関係している。そのため、標準文字
コードが変わると、アプリケーションの
動作にも影響する可能性がある。
　しかし前述の対処例により、文字コー
ドの扱いや互換関数を把握していれば、
バージョンアップ対応は定型的なソース
変更で実施できる。
　Delphi 2007 以前のプログラムから
Delphi 2009 以降へバージョンアップを
する場合には、本稿の対処ポイントを役
立てていただければ幸いである。
 M

のアプリケーションと同じ文字列で表示
されることがわかる。【図 6】
　ただし、AnsiString 型でキャストす
ると、UnicodeString 型では扱える特
殊な文字が扱えなくなるので、デメリッ
トも理解しておく必要がある。
　IBMi 側の環境が日本語 Unicode を取
り 扱 う CCSID1399 で あ れ ば、
UnicodeString 型のまま扱ったほうがよ
いが、従来の 5026 ／ 5035 の CCSID で
あれば、もともと UnicodeString の文
字種類を扱えないので、AnsiString で
扱っても問題ない。【図 7】
　Delphi 2007 以前から Delphi 2009 以
降にバージョンアップする際には、こう
した文字コードの制御を考慮してプログ
ラムを変更すれば、スムーズに実施でき
る。

3.�文字コードの違いによ
る制御ポイント

　前章では文字コード自体の違いについ
て考察したが、文字コードが変わること
で違いが発生する点はほかにもある。そ
れはプロパティや関数の動作である。
　たとえば TEdit では、入力できる最
大桁数を制御する MaxLength プロパ
ティがある。これもバイト数単位から文
字数単位でカウントされるため、全角文
字を入力した時にこれまでと挙動が異な
る。ここでは TEdit で MaxLength プ
ロパティを 5 で設定した例を説明する。

【図 8】
　この TEdit に対して、「123 あい」と
入力する。Delphi 2007 では「123 あ」
と入力した段階で規制がかかり、入力で
きなくなる。【図 9】
　しかし、Delphi 10 Seattle の同じア
プリケーションでは、「123 あい」とす
べて文字を入力できるため、挙動が違っ
ていることがわかる。【図 10】
　これは Unicode なので、文字数とし
てカウントされている。これと同じ動作
になるのが、文字長を判断する Length
関数である。「123 あいう」という文字
列に対して、Length 関数で取得できる
結果値は Delphi のバージョンによって
異なる。
　Delphi 2007 ではバイト数で算出され
ているため、9 が取得できるが、Delphi 
10 Seattle では文字数で算出されるた

てられている。
　ここで重要なのは、UnicodeString 型
ではそれぞれの文字が 2 バイトで表現さ
れる点である。AnsiString 型では半角
文 字 は 1 バ イ ト で 表 現 さ れ る が、
UnicodeString 型では半角・全角という
概念がない。この変更のため、文字列の
バイト数で計算していたロジックは、【図
2】のように Ansi と Unicode で計算や
動作が一致しなくなる可能性がある。こ
れが大きな影響点といえる。
　ただし標準の文字コードが変わってい
るだけなので、これまで使用していた
Ansi 文字列は「AnsiString」と明示的
にコーディングすれば、新しい Delphi
上でも使用できる。また同様に、古い
Char 型、PChar 型 は AnsiChar 型、
PAnsiChar 型として使用できる。
　実際に文字コードの違いで、どのよう
な挙動の差異があるかを調べるため、【図
3】【ソース 1】のプログラムを Delphi 
2007 と Delphi 10 Seattle で作成して比
較した。
　画面に TEdit と TButton を配置し、
ボタンを押すと入力した文字列の 1 〜 4
バ イ ト 目 を Copy 関 数 で 取 得 し、
ShowMessage 関数で表示する。ここで
は Delphi 2007 のアプリケーションを
①、Delphi10Seattle のアプリケーショ
ンを②として比較する。
　画面項目で「あいうえお」と入力して
ボタンを押すと、①のアプリケーション
では「あい」と表示される。【図 4】
 　しかし、②のアプリケーションで同
じことを実行しても結果が異なる。同じ
ように「あいうえお」と入力し、ボタン
を押すと「あいうえ」と表示される。
Delphi 2007 とは異なり、1 〜 4 バイト
目ではなく、1 〜 4 文字目を取得してい
ることがわかる。【図 5】
　このように同じプログラムロジックで
あっても、文字コードの違いによって動
作が異なることがある。では②のアプリ
ケーションで、①のアプリケーションと
同じように動作させる方法を説明する。
　単純な方法としては、UnicodeString
型を AnsiString 型で扱うことで解消で
き る。Copy 関 数 に 渡 す 文 字 列 を
AnsiString 型で明示的にキャストする
ことで、従来の AnsiString 型として文
字列を扱える。【ソース 2】
　修正したソースで再度実行すると、①
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ソース1
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図5
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図6

ソース2
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